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Village Topics

❖❖❖消防初午行事 ❖❖❖

　

２
月
10
日
㈰
、
日
下
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
日
高
村
消
防
団
初
午
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
行
事
は
当
年
が
災
害
等
の
少
な
い
年

で
あ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
地
域
の
安
全
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
は
絶
好
の
初
午
日
和
に
恵
ま

れ
、
濱
田
征
幸
団
長
以
下
77
名
の
団
員
が
集
合

し
厳
格
な
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
消
防
団
に
永
年
勤
続
し
平
成
19
年
中
に
退

団
さ
れ
た
3
名
へ
の
感
謝
状
の
授
与
や
優
良
団

員
表
彰
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
団

員
6
名
（
欠
席
2
名
）
の
紹
介
が
あ
り
、
緊
張

し
た
面
持
ち
で
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
全

国
で
は
消
防
団
員
数
の
減
少
と
い
う
厳
し
い
現

実
が
目
の
当
た
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
高

村
に
お
い
て
は
今
年
も
多
く
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

団
員
が
加
入
し
、
今
後
地
域
防
災
の
一
員
と
し

て
各
地
域
で
新
し
い
力
と
な
り
活
躍
し
て
く
れ

ま
す
。

【
退
団
者
】

　

元　

本　

団　
　

大
﨑　

逸
夫

　

元
本
郷
分
団　
　

西
本　

節
夫

　

元
本
郷
分
団　
　

斉
藤　

甲
二

【
新
入
団
員
】

（
う
ち
１
名
は
初
午
行
事
後
、入
団
）

　

岩
目
地
分
団　
　

正
岡　

裕
二

　

岩
目
地
分
団　
　

正
岡　

知
也

　

下
分
分
団　
　

河
村　

吾
郎

　

下
分
分
団　
　

小
林　

優
太

　

東
部
分
団　
　

小
松　

昇
平

　

東
部
分
団　
　

堀
尾　

誠
郎

　

本
郷
分
団　
　

小
松　

洋
平

【
優
良
団
員
表
彰
】

　

本
郷
分
団　
　

松
岡　

弘
一

土佐日高環頭太鼓が和太鼓コンクールで 敢闘賞受賞
　

１
月
26
日
、
春
野
ピ
ア
ス
テ
ー
ジ
で
土
佐
和
太
鼓
文
化
研
究
所
「
一
響
館
」（
明

神
宏
和
館
長
）
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、
小
学
生
以
下
の
少
年
の
部
と
一
般

の
部
に
県
内
25
の
和
太
鼓
チ
ー
ム
か
ら
約
300
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

日
高
村
か
ら
出
場
し
た
土
佐
日
高
環
頭
太
鼓
青
年
部
が
敢
闘
賞
を
、
少
年
の
部
で

は
、
青
木
佐
樹
さ
ん
が
特
別
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
審
査
委
員
長
を
務
め
る
浅
野
昭
利
さ
ん
が

審
査
に
あ
た
り
、「
経
験
１
年
未
満
者
が
い
る
と
は
思
え
な
い
、
ま
と
ま
り
の
あ
る

チ
ー
ム
だ
。」
と
講
評
で
日
高
の
チ
ー
ム
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

演
奏
に
参
加
し
た
女
性
は
、「
今
回
は
、
新
曲
の
挑
戦
で
、
ド
キ
ド
キ
も
の
だ
っ

た
が
、
そ
の
分
、
集
中
が
で
き
、
よ
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
個
人

賞
も
チ
ー
ム
全
体
の
努
力
の
結
果
だ
し
、
今
後
も
み
ん
な
で
、
聞
い
て
い
る
人
に
元

気
を
出
し
て
も
ら
え
る
演
奏
を
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
受
賞
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。

　

土
佐
日
高
環
頭
太
鼓
は
、
毎
週
土
曜
日
に
３
時
か
ら
日
高
村
総
合
運
動
公
園
内
の

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
少
年
、青
年
、壮
年
部
が
あ
り
、

部
員
を
募
集
中
。
興
味
あ
る
方
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
！

─広報ひだか３月号─　（2）（3）　─広報ひだか３月号─
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１
月
26
日
㈯
、
全
国
一
斉
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ

小
村
神
社
に
お
い
て
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
世
界
有
数
の
仏
教
絵
画
と
称
さ

れ
た
法
隆
寺
金
堂
内
の
壁
画
が
焼
失
し
、
こ
れ
を
機
に
文
化
財

保
護
の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
30
年
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
由

来
す
る
行
事
で
す
。
当
日
は
、
小
村
神
社
関
係
者
・
小
村
地
区

自
主
防
災
会
・
下
分
分
団
・
仁
淀
消
防
日
高
分
署
の
各
関
係
者

が
集
い
、
１
１
９
番
通
報
訓
練
や
消
火
器
の
取
扱
訓
練
や
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
て
の
放
水
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
「
消
火
器
を
使
っ
た
こ
と
が
な
い
」
方

や
消
火
器
を
空
高
く
噴
射
さ
れ
る
方
も
お
り
、
真
剣
な
訓
練
の

中
に
も
笑
い
が
起
こ
る
な
ど
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
の
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
小
村
神
社
の
吉
田
宮
司
の
呼
び
掛
け
に
よ

り
総
代
を
始
め
小
村
地
区
自
主
防
災
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と

な
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
が
感
じ
ら
れ
た
す
ば
ら
し
い
訓
練
で
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
し
て
ま
す
ま
す
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
地
域
が
一
つ

に
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸
成
し
、
し
い
て
は
地
域
の

「
防
災
・
減
災
」に
つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

１
月
20
日
㈰
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
岩
目
地
東
自
治
会
自
主

防
災
部
会
が
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
８
月
の
起
震
車
体
験
・
て

ん
ぷ
ら
油
火
災
消
火
訓
練
・
消
火
器
の
取
扱
訓
練
に
続
き
、
本
年
度
２

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
救
命
講
習
を
中
心

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
同
部
会
の
メ
ン
バ
ー
37
名
が
参
加
し
熱

心
に
受
講
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」

な
ど
素
朴
な
質
問
に
対
し
、
講
師
役
の
日
高
分
署
員
が
丁
寧
に
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と
は
、
機
械
か
ら

流
れ
る
音
声
案
内
に
よ
り
身
体
へ
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
人
命
救
助
を

行
う
機
器
の
こ
と
で
、
村
内
に
は
左
記
の
場
所
に
設
置
さ
れ
、
県
内
の

多
く
の
公
共
施
設
に
お
い
て
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
村
内
設
置
場
所

日
下
小
、
能
津
小
、
加
茂
小
、
加
茂
中
、
日
高
中
、
日
高
村
運

動
公
園
、
東
部
児
童
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー

計
８
箇
所
（
Ｈ
20
・
３
・
１
現
在
）

▲受講風景
実技風景▼

文化財防火デー

訓練説明 消火器取扱説明

一斉放水

岩
目
地
東
自
主
防
災
訓
練
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日 下 川 調 整 池 の 環 境 保 全 看 板 づ く り
加茂小３年生の親子が作成　　

　

１
月
27
日
㈰
、
加
茂
小
学
校
３
年
生
17

名
の
親
子
が
、
看
板
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
昨
年
、
３
年
生
は
総
合
学
習
の
時

間
に
、
日
下
川
調
整
池
に
お
い
て
メ
ダ
カ

の
生
態
を
学
ん
だ
り
、
植
物
観
察
を
し
た

り
、ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
日
下
川
調
整
池
の
自
然
を
守

る
た
め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を

話
し
合
い
、
今
回
の
看
板
づ
く
り
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
午
後
か
ら
親
子
で
４
つ
の
班

に
分
か
れ
、
手
に
手
に
筆
や
ペ
ン
キ
を
持

ち
、
親
子
で
た
の
し
そ
う
に
、
メ
ダ
カ

や
花
の
絵
と
一
緒
に
「
メ
ダ
カ
の
す
み
か

を
よ
ご
さ
な
い
で
！
」「
ゴ
ミ
を
す
て
な

い
で
！
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込

み
、
８
枚
の
す
ば
ら
し
い
看
板
が
出
来
あ

が
り
ま
し
た
。

Village Topics

　

そ
し
て
、
２
月
５
日
㈫
の
総
合
学
習
の

時
間
に
は
、
日
下
川
調
整
池
の
周
り
を
歩

き
、
ど
こ
に
看
板
を
立
て
る
か
を
み
ん
な

で
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
歩
き
な
が
ら
ゴ

ミ
拾
い
も
行
い
、
浮
き
桟
橋
で
は
、
鳥
の

フ
ン
を
ボ
ウ
ズ
リ
で
こ
す
っ
て
ピ
カ
ピ
カ

に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
少
し
疲
れ
た

よ
う
す
で
し
た
が
、
や
り
と
げ
た
と
い
う

充
実
感
が
そ
の
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
達
の
思
い
や
親
子
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
た
こ
の
看
板
は
、
日
下
川
調
整

池
の
自
然
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
い
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
を
訪

れ
た
人
を
き
っ
と
温
か
い
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

─広報ひだか３月号─　（4）（5）　─広報ひだか３月号─

ひだかの日
　２月17日㈰、日高村社会福祉センターにて、第43
回日高村生涯学習大会が開催され、約80名の参加者
は、ミュージカルなどの発表を熱心に観賞しました。
　今年は「にんにん ～感じてほしい…あなたに
～」をテーマに、小学生の朗読クラブによる「忍
者茂平」の土佐弁を使った朗読、高知市を中心と
して活躍している劇団33番地によるミュージカル
「NinNin」などの発表がありました。なかでも、ミュー
ジカル「NinNin」では、「いのちの大切さ」を現代
社会を風刺しながら表現した劇に、まさに会場に訪
れた一人ひとりが命を「感じる」ことができました。

❖❖❖  受賞者の紹介（敬称略）❖❖❖

日高村教育委員会表彰

　　　岩本　初美
日高村教育長表彰

　　　戸梶　亜美
　　　奥本　瑞己

第43回日高村生涯学習大会
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こ
れ
ま
で
、
村
県
民
税
や
固
定
資
産
税
を
全

期
前
納
し
た
場
合
に
交
付
し
て
い
ま
し
た
前
納

報
奨
金
は
、
平
成
19
年
度
を
も
っ
て
制
度
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
納
税
義
務
の
高
揚
な
ど
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
現
在
で
は
そ

の
目
的
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
県
民
税
が
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
る
方
に
は
適
用
さ
れ
ず
不
公
平
で
あ
る
こ

と
か
ら
全
国
的
に
も
廃
止
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
納
報
奨
金
の
廃
止
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

建
設
課
水
道
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
水
道
料
金
を
３
ヶ
月

分
滞
納
す
る
と
、
日
高
村
給
水
条
例
第
40
条

及
び
、
日
高
村
水
道
料
金
未
納
者
に
対
す
る

停
水
処
分
取
扱
要
項
第
３
条
に
規
定
さ
れ
る

事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期
限
内
に
お

支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引
き
落
と
し

日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
日
ま
で
に
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
こ
と
は
、
日
高
村
建
設
課
水
道

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎ 

２
４

－

５
１
１
４
（
直
通
）

３
ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

給
水
停
止
ま
で
の
流
れ

⬅⬅⬅⬅

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を
や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で
焼
却
す

る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が
少
な
く
、
ご
み

収
集
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、
ご
み

質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
は
十

分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対
す
る
苦

情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を

心
配
す
る
声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た

焼
却
炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微
量
で
も

ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な
ど
様
々
の
強
い

毒
性
が
あ
る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物

↓
人
と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮
汚

染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の
は
、
母
体
や

母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で

す
。
21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　

☎
２
４

－

４
６
４
７

◎「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」により廃棄物の野焼き
は一部の例外を除いて禁止され
ています。
◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円
以下の罰金、又はこれらの両方

日
時
：
３
月
21
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所
：
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左
記
の

仕
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
の
行
政
相
談

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！
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出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談

　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
こ
と
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る
こ

と
、
保
護
者
自
身
の
身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
す
る
こ
と
等
心
配
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
４

－

７
８
５
１

日 曜日 行　　事 時　間

6 木 献血（会場）

岩目地消防屯所 9：30～11：00

沖名工業団地 11：50～13：00

錦山カントリークラブ 15：00～16：30

19 水
すくすくひろば 「おおきくなったね」
＊この一年の成長を喜び、みんなで楽し
く過ごしましょう

10：00～12：00

※３月の出前ひろばはお休みします。
♥ 子育て支援センターは月曜日～金曜日8：30～12：00・
13：00～14：30まで開放しています。
　気軽においでください（土日・祝日はお休みです）。
電話相談も利用してください。☎ 24-5665（子育て専用）

日高村保健センター・３月
子育て支援センター行事予定

看護師が電話で相談にお応えします。

☎ ♯８０００　又は ０８８－８７３－３０９０　へおかけください。
　　　　　　　　相談日：土曜、日曜、祝日、年末年始（12/29－１/３）
　　　　　　　　時　間：午後８時～午前１時まで

この相談は、医療行為ではなく、あくまでもアドバイスなので、その点あらかじめご了承ください。

救急医療情報は、「こうち医療ネット」http：//www.kochi-iryo.net/ で検索できます。
「お子さんの急病対応ガイドブック」を下記のサイトで見ることができます。

http：//www.pref.kochi.jp/̃iryou/syouni-guidebook.html
電話で相談をするときや病院を受診するときは、お子さんが今までかかった病気のことや、かかりつけ医
の有無、治療を受けていれば治療の内容、薬の名前などを言えるようにしておきましょう。

夜間・休日の救急医療を維持するために県民皆様のご協力が必要です。
適正な受診を心がけましょう。

高知県・高知県看護協会

こうちこども
　　救急ダイヤル

「こどもの具合が、
急に悪くなったけど、

受診したほうがいいの？」と
迷った時に。

対
象
年
齢
を
過
ぎ
な
い
よ
う
に

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

◉
二
種
混
合
予
防
接
種

　

対
象
年
齢　

11
歳
以
上
13
歳
未
満

＊
13
歳
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

例
平
成
７
年
３
月
10
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　

⇦

　
　

平
成
20
年
３
月
８
日
ま
で
に
受
け
る

◉
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
（
１
期
）

　

対
象
年
齢　

１
歳
以
上
２
歳
未
満

＊
２
歳
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

例
平
成
18
年
３
月
10
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　

⇦

　
　

平
成
20
年
３
月
８
日
ま
で
に
受
け
る

◉
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
（
２
期
）

対
象
者　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
就
学
前

の
１
年
間
）

＊
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。

◆
病
院
受
診
さ
れ
る
時
は
、
予
診
票
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
前
記
の
定
期
予
防
接
種
の
予
診
票
は
す
で
に

個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

◆
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４

－

７
８
５
１

予
防
接
種
を
受
け
て
い
ま
す
か
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１
月
10
日
、
日
高
中
学
校
選
択

家
庭
科
２
、３
年
生
の
11
名

を
対
象
に
日
高
村
食
生

活
改
善
推
進
員
さ
ん

指
導
の
も
と
で
コ
ツ

骨
青
春
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ツ
骨
青
春
講

座
と
は
「
も
ぐ
も

ぐ
モ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
将
来

の
生
活
習
慣
病
や
骨
粗
鬆

症
予
防
な
ど
若
い
世
代
に
カ
ル
シ

ウ
ム
の
摂
取
を
中
心
と
し
た
献
立
を
調
理
、試
食
を
と
お
し
て
食（
朝
食
）

の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

　

ま
ず
、
植
村
会
長
か
ら
朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、

喫
煙
の
害
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
率
的
な
と
り
方
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
推
進
員
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
各
班
に
分
か
れ
て
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
、
カ
ル
シ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い
の
材
料
で
「
ち
ょ
こ
っ

と
お
楽
し
み
焼
き
」「
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
」「
ミ
ル
ク
く
ず
も
ち
」
を
推
進

員
さ
ん
と
生
徒
さ
ん
で
協
力
し
調
理
し
ま
し
た
。

　

生
徒
さ
ん
か
ら
は
、「
作
る
時
間
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
け
ど
、
た
く

さ
ん
の
料
理
を
作
れ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
」「
教
え
て
く

れ
た
料
理
は
ど
れ
も
知
ら

な
い
も
の
ば
か
り
で
全
部

美
味
し
か
っ
た
の
で
、
ま

た
家
で
も
作
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

日高中学校の

小村神社前駅開業日 平成20年3月15日土

初乗り記念カード
同駅午前５時52分発（上り）
に乗車された方にお渡しい
たします。

初降り記念カード
下り便小村神社前駅午前６
時19分着で同駅へ降りら
れた方にお渡しいたします。

小村神社前駅
5：52発

小村神社前駅
5：52発

波川駅
5：55
波川駅
5：55

伊野駅
5：58
伊野駅
5：58

波川駅
6：16
波川駅
6：16

小村神社前駅
6：19

小村神社前駅
6：19

初乗り、初降り両方の
記念カード
初乗りで上り便に乗って、
波川駅か伊野駅で下車し、
下り便に乗り換え小村神社
前駅６時19分着で降りれ
ば両方受け取ることができ
ます。

上り乗車券は券売機で購入できます。
おつりの要らないように小銭をお持ちください。

朝早くて大変ですが、初車両を満員にし、さいさきよいスタートにするためにご協力いただき、ぜひ限定の記念カードをお受け取りください。

小村神社前駅
おむらじんじゃまええき

Omurajinjamae

波川駅
はかわえき

Hakawa

伊野駅
いのえき

Ino

運 賃

伊野駅
6：13発
伊野駅
6：13発
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こ
の
奨
学
金
は
、
高
等
学
校
等
で
勉
学
す
る
意

欲
と
能
力
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
を
断
念
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
奨
学
金
に

よ
っ
て
進
学
・
修
学
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

１
．
貸
付
金
額
に
つ
い
て

２
．
貸
付
期
間
に
つ
い
て

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の
、
正
規
の
修
学
年

限
を
限
度
と
し
ま
す
。

３
．
貸
付
対
象
者
に
つ
い
て

①
日
高
村
に
本
籍
又
は
住
所
を
有
す
る
方
。

②
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
り
、
向
上
心
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方
。

③
奨
学
金
の
返
還
が
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
。

④
次
の
学
校
に
入
学
す
る
方
及
び
在
学
す
る
方
。

ア
．
高
等
学
校　

イ
．
専
修
学
校　

ウ
．
高
等
専
門
学
校　

エ
．
短
期
大
学　

オ
．
大
学

平
成
20
年
度

日
高
村
奨
学
金
貸
付
の

ご
案
内

区　　分 加 算 額

•70歳以上の方と同居する世帯 １人につき
210,000円

•障がい者等級が１級、２級、３級
と記載された身体障がい者手帳の
交付を受けている世帯
•級別が１級、２級と記載された精
神障がい者保健福祉手帳の交付を
受けている世帯

１人につき
310,000円

•父母の一方又は両方がいないか、
これに準ずる状態にあるため、父
子母子家庭あるいは父母以外の方
が児童＊1を養育している世帯

１人につき
270,000円

＊１…児童福祉法［昭和22年法律第164号］第４条に
規定する児童のことです。

学 校 区 分 月　額
高等学校 15,000円
専修学校 30,000円
短期大学 50,000円
大学（高等専門
学校４年生以上
を含む）

50,000円

⑤
世
帯
の
収
入
が
、
次
の
収
入
基
準
額
以
内
で
あ

る
世
帯

世帯区分 収入基準額
１人世帯 2,390,000円
２人世帯 3,130,000円
３人世帯 3,860,000円
４人世帯 4,710,000円
５人世帯 5,570,000円
６人世帯 6,350,000円
７人世帯 7,130,000円

８人以上１人増すごとに加算する額 780,000円
※この表の左欄に掲げる世帯区分に応じ、それぞれ同表
の右欄に掲げる基準額が収入基準額となります。ただ
し、次の各号に該当する世帯については、当該基準額
に当該各号に掲げる額を加算して得た額が当該世帯の
収入基準額となります。

４
．
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て

　

奨
学
金
は
、
卒
業
の
月
の
１
ヶ
月
後
よ
り
左
記

の
期
間
内
に
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
．
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
、
日
高
村
教

育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
収
入
証
明
書
（
所
得
を
有
す
る
家
族
全
員
の
証

明
）

②
在
学
証
明
書　

又
は　

合
格
通
知
書
の
写
し

③
住
民
票
（
同
一
世
帯
全
員
の
住
民
票
）
等

６
．
受
付
期
間
に
つ
い
て

平
成
20
年
４
月
１
日
㈫
〜
４
月
18
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で

（
土
・
日
は
除
く
）　　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
高
村
教
育
委
員
会

　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
５

日
高
村
教
育
委
員
会

申
込
者
の
多
い
場
合
は
、
選
考
に
よ
り

貸
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸付金額　 返還期間

① 1,440,000円以下 ８年間以内

② 1,440,000円～2,940,000円以下 12年間以内

③ 2,940,000円～3,600,000円以下 15年間以内

④ 3,600,000円以上 20年間以内

＊日高村奨学金のほかに国、県等の奨学金を受けて
いる方は、その額を証するものを委員会に提出し
なければなりません。

•
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
期
間

　

平
成
20
年
６
月
１
日
〜

平
成
21
年
３
月
31
日

•
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
又
は
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
太
字
を

記
入

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

応
募
の
動
機

（
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
モ
ニ
タ
ー
の
選
考
と
そ
の

後
の
連
絡
に
の
み
使
用
し
ま
す
）

宛
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
９
０

－

８
７
９
５

　

松
山
市
宮
田
町
８

－

５

　

四
国
総
合
通
信
局

　

電
気
通
信
事
業
課

　
　
「
電
気
通
信
モ
ニ
タ
ー
」
係

☎ 

０
８
９

－

９
３
６

－

５
０
４
２

℻ 

０
８
９

－

９
３
６

－

５
０
１
４

※
募
集
チ
ラ
シ
は
役
場
企
画
課
に

あ
り
ま
す
。

平成20年度
「電気通信サービス

モニター」
募集
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人事院四国事務局より
平成20年度国家公務員採用試験日程

＊大学卒業等程度
試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

国家公務員採用Ⅰ種試験 ４月１日㈫～４月８日㈫ ５月４日㈰

国家公務員採用Ⅱ種試験 ４月11日㈮～４月22日㈫ ６月22日㈰

国税専門官採用試験
４月１日㈫～

４月14日㈪ ６月15日㈰労働基準監督官採用試験
法務教官採用試験

航空管制官採用試験 ７月22日㈫～
８月５日㈫ ９月28日㈰

※詳しい内容については
　〒760－0068　高松市松島町１－17－33
　　人事院四国事務局 第二課試験係　☎ 087－831－4765
　　人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/　まで

＊高等学校卒業程度
試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

海上保安学校学生採用試験（特別）４月１日㈫～４月８日㈫ ５月18日㈰

国家公務員採用Ⅲ種試験 ６月24日㈫
～７月１日㈫ ９月７日㈰

刑 務 官 採 用 試 験

７月22日㈫
～８月５日㈫

９月21日㈰
入 国 警 備 官 採 用 試 験

９月28日㈰皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験
航空保安大学校学生採用試験
海上保安学校学生採用試験
海上保安大学校学生採用試験 ８月28日㈭～

９月９日㈫
11月１日㈯

気象大学校学生採用試験 11月２日㈰

　

石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た

労
働
者
の
ご
遺
族
で
遺
族
補
償
給
付
又
は
特
別
遺
族
給

付
金
の
請
求
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
高
知
労
働
局
又

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

請
求
期
間
は
平
成
21
年
３
月
27
日
ま
で
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

高
知
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
２
５

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
に
つ
い
て

平成20年度自衛官等募集案内
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

幹
部
候
補
生

一般・技術
20歳以上26歳未満の者（22
歳未満の者は大卒（見込み
含む）） 20年４月初旬

～５月上旬

１次：５月下旬
２次：６月下旬
３次：７月下旬（飛行
　　　要員のみ）

１次：６月中旬
２次：７月中旬
最終：８月下旬

歯科・薬剤

専門の大卒（見込み含む）
20歳以上30歳未満の者（薬
剤は26歳未満の者）薬学修
士学位取得者は28歳未満

１次：５月下旬
２次：６月下旬

１次：６月中旬
最終：８月下旬

予
備
自

衛
官
補

一　　般 18歳以上34歳未満の者 20年１月上旬
～４月上旬 ４月中旬 ５月下旬技　　能 18歳以上で保有する技能に

応じ53歳～55歳未満の者
２等陸・海・空士

（男子） 18歳以上27歳未満 年間を通じて実
施しています 受付時お知らせします 受験時お知らせします

＊お問い合わせは村窓口又は下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
　〒785－0041　須崎市西崎町325－2　自衛隊須崎地域事務所　☎（0 8 8 9）4 2－ 7 1 8 6

※ 

日
曜
日
、祝
日
は
前
日
と
同
じ
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯
科
医
師
約

６
０
０
名
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の
内
容
で

朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー
マ
の

テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま
す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
電
話
番
号
は

０
８
８

－

８
３
２

－

５
２
６
６ 

で
す
。

３

月

月
曜
日 

よ
り
よ
く
食
べ
る
は
よ
り
よ
く
生
き
る
③

火
曜
日 

突
発
性
難
聴

水
曜
日 

小
脳
梗
塞

 

木
曜
日 

肛
門
の
か
ゆ
み

金
曜
日 

乳
房
再
建
術

土
・
日 

子
ど
も
の
下
痢
の
と
き
の
食
事

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
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◆
被
保
険
者
証
等

　

75
歳
に
な
る
と
、
新
し
い
被
保

険
者
証
が
郵
送
で
お
手
元
に
届
け

ら
れ
ま
す
。
役
場
の
窓
口
で
の
申

請
な
ど
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
3
月
末
で
す

で
に
75
歳
以
上
の
方
（
一
定
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

を
含
む
。）
に
は
、
3
月
中
に
被

保
険
者
証
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
や
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
も
新
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
現

在
お
持
ち
の
方
に
は
こ
れ
ら
の
証

を
被
保
険
者
証
と
い
っ
し
ょ
に
同

封
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
老
人
医
療
受
給

者
証
は
、後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
障
が
い
認
定

　

一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
の
方
で
、
す
で
に
申
請
に

よ
り
老
人
医
療
の
受
給
対
象
と
な

ら
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
ま
ま
後

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
ま
す

が
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
障
が

い
認
定
の
撤
回
が
で
き
ま
す
し
、

撤
回
し
た
後
に
、
再
度
、
障
が

い
認
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
加
入
す
る

医
療
制
度
に
よ
っ
て
保
険
料
や
医

療
機
関
で
の
自
己
負
担
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ど
の
医
療
制
度
に
加

入
す
る
か
判
断
に
迷
わ
れ
る
場
合

は
、
健
康
福
祉
課
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
医
療
の
給
付

　

医
療
の
給
付
の
内
容
や
診
療
の

際
の
負
担
は
、
基
本
的
に
現
行
の

老
人
医
療
と
同
じ
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の

負
担
を
し
て
い
る
世
帯
で
、
1
年

間
に
そ
の
額
が
高
額
と
な
っ
た
場

合
に
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
高

額
医
療
・
介
護
合
算
制
度
が
新
た

に
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
診
療
を
受
け
た
際
に

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
金
額

は
、
医
療
費
の
1
割
（
現
役
並
み

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 の 保 険 料 率 が 決 ま り ま し た

保険料は、被保険者一人ひとりが負担することになります。

保険料 ＝ 所得割額 ＋ 被保険者均等割額

　１人あたりの保険料は、その方の所得に応じてご負担いただく「所得割額」と被保険者の皆様全員に等しくご負担
いただく「被保険者均等割額」との合計額となります。

広域連合内（県内）では、原則として均一の保険料です。
　医療費の低い市町村は、均一の保険料よりも低い保険料となります。（経過措置）
　市町村の１人あたりの老人医療費が、広域連合内（県内）の平均の老人医療費に対して一定以上低い場合は、平成
20年度から６年間低い保険料となります。
　対象となる町村は、東洋町・大川村・梼原町・津野町・四万十町・大月町・三原村・黒潮町の８町村です。

保険料は、どんなに所得の高い方でも年額50万円が上限となります。

所得の低い方は、世帯の所得に応じて被保険者均等割額が軽減されます。
　世帯主及びその世帯に属する被保険者について算定した総所得金額等の合計額が一定金額以下であれば、被保険者
均等割額が軽減されます。

の
所
得
の
あ
る
方
は
3
割
）で
す
。

こ
の
負
担
割
合
は
被
保
険
者
証
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
っ
た
金
額
が
所
得

に
応
じ
た
一
定
の
上
限
額
を
超
え

た
と
き
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て

超
え
た
分
は
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

◆
健
康
診
査

　

高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発

見
し
て
治
療
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
の
で
、
健
康
診
査
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。（
す
で
に
生
活

習
慣
病
で
受
診
さ
れ
て
い
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、
医
療
機

関
が
診
療
の
中
で
保
健
指
導
等
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　

健
康
診
査
は
、
健
康
福
祉
課
保

健
係
が
行
い
ま
す
の
で
、
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
し
込

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
、
届
出

　

各
種
の
申
請
や
届
出
な
ど
の
受

付
は
、健
康
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
知
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
高
知

市
丸
ノ
内
2
丁
目
4
番
1
号  
☎

０
８
８

－

８
２
１

－

４
５
２
６
）

又
は
日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課 

☎
２
４

－

５
１
１
２
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
現
行
の
老
人
医
療
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
変

わ
り
ま
す
。

　

75
歳
に
な
る
と
、
現
在
は
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
な
ど

の
医
療
保
険
に
加
入
し
、
老
人
医
療
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
4
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
に
移
行
し
、
受
診
す
る
と
と
も
に
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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軽減割合 総所得金敷等が下記の金額以下の世帯 ※総所得金額等とは、例えば公的年金のみの収入の
場合は、その収入額から公的年金等控除をした後
の金額のことです。ただし、公的年金の所得につ
いては、さらに15万円を差し引いた額で軽減を判
定します。

７割軽減 33万円
５割軽減 33万円＋（24.5万円×世帯主以外の被保険者数）
２割軽減 33万円＋（35.0万円×世帯に属する被保険者数）

後期高齢者医療に加入する直前に被用者保険の被扶養者であった方は、２年間保険料が５割軽減されます。さ
らに、平成20年度は保険料について特例があります。
　後期高齢者医療に加入する直前に被用者保険の被扶養者であった方は、新たに保険料の負担が生じることから、加
入時から２年間被保険者均等割額が５割軽減されます。この場合、所得割は賦課されません。
　さらに、平成20年４月から９月までの半年間は、保険料の負担がなく、10月から平成21年３月までの半年間は、被
保険者均等割額が９割軽減されます。

災害など特別の理由がある場合は、保険料が減免されることがあります。
　災害・倒産・病気などにより収入が著しく減少し、保険料の納付が困難になった場合には、申請により保険料が減
免されることがあります。

平成20年度、平成21年度の後期高齢者医療制度の保険料は、
　所得割額　　　　　＝　基礎控除後の総所得金額等×所得割率（8.88％）
　被保険者均等割額　＝　48,569円
で算定されます。

※基礎控除後の総所得金額等とは、総所得金額（公的年金等控除や給与所得控除、事業所得の経費を控除した額）、山
林所得金額、土地の譲渡等にかかる所得等から基礎控除した所得金額です。
　保険料の計算例として

国民年金受給者（国民年金79万円）
　所得割額０円＋被保険者均等割額14,570円＝14,570円
　　　　　　　　　　　　　　　（７割軽減）【年額】

厚生年金受給者（厚生年金の平均的な年金額208万円）
　所得割額48,840円＋被保険者均等割額48,569円＝97,409円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【年額】
（208万円－120万円（公的年金等控除）－33万円（基礎控除））×0.0888＝48,840円

自営業の子供と同居する方（世帯主・子  年収390万円／親  国民年金79万円）
　所得割額０円＋被保険者均等割額48,569円＝48,569円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【年額】

保険料の徴収は市町村が行います。
①特別徴収
　原則として、年額18万円以上の年金を受給している方を対象として、年金から天引きすることになります。保
険料の天引き開始は、平成20年４月の年金からとなります。
　ただし、介護保険料と合わせた保険料が年金額の２分の１を超える場合は、普通徴収となります。
②普通徴収
　特別徴収の対象とならない方は、納付書や口座振替等により納付していただくことになります。納付書は市町
村から平成20年７月に送付します。

世帯で国民健康保険と後期高齢者医療に分かれる場合は、国民健康保険税（料）において配慮します。
　世帯単位の保険料の負担を緩和するために、国民健康保険税（料）において配慮します。
①国民健康保険で軽減を受けている世帯について、後期高齢者医療へ移行することにより、世帯の国民健康保険の
被保険者が減少しても、５年間従前と同様の軽減を受けることができるよう移行した被保険者を含めて軽減の判
定を行います。
②国民健康保険の世帯で後期高齢者医療へ移行することにより、国民健康保険の単身世帯となる方について、５年
間世帯別平等割額を半額とします。

高知県後期高齢者医療広域連合（☎ 088-821-4526）　　日高村役場健康福祉課（☎ 24-5112）



─広報ひだか３月号─　（12）（13）　─広報ひだか３月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

◎
社
会
保
険
庁
に
届
出
し
て
い
る
住
所
が
現
住
所
と
違
っ
て
い
る
方
。

　

大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
届
け
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
住
所
の

変
更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
婚
姻
等
で
名
字
が
変
わ
っ
た
方

　

ご
自
身
の
記
録
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
過
去
の
年
金
記
録
を
探
す
た

め
に
も
、
お
手
持
ち
の
古
い
年
金
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
氏
名
変
更
の

お
届
け
が
な
さ
れ
て
な
い
方
は
、
変
更
の
届
出
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
お
手
数
で
す
が
、
次
の
各
窓
口
へ
申
し
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◇
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ

◇
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
方
（
会
社
員
や
公
務
員
）
や
そ
の
被
扶
養
配
偶

者
の
方
は
お
勤
め
の
会
社
や
役
所
な
ど
へ

◇
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
へ

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

住
所
・
名
字
が
変
わ
っ
た
方
は

す
み
や
か
に
ご
連
絡
を
！

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納
めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けら
れています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず
納付しない人に対しては、財産の差し押さえを行うこ
ともあります。

便
利
で
お
得
な「
前
納
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

１
年
間
の
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

　

４
月
か
ら
の
前
納
を
現
金
納
付
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
に
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
添
付
さ
れ
た
前
納
用
納
付

書
で
４
月
末
日
（
月
）
ま
で
に
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

《
平
成
20
年
度
の
保
険
料
額
》

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
月
額
１
４
、４
１
０
円
で
す
。

　

１
年
分　

☆
定
額
保
険
料　

１
７
２
、９
２
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⬅

　
　
　
　
　

☆
前
納
保
険
料　

１
６
９
、８
５
０
円　
★
３
、０
７
０
円
も
お
得
で
す
。

毎
月
の
納
付
も
、
口
座
振
替
の
「
早
割
」
な
ら
月
額
50
円
お
得
で
す
。

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
平
成
17
年
よ
り
自
主

防
災
組
織
の
設
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
組
織

化
が
図
ら
れ
た
数
は
平
成
20
年
1

月
末
現
在
12
組
織
で
す
。
既
存
組

織
の
中
に
は
年
間
で
数
回
防
災
訓

練
を
実
施
す
る
な
ど
一
定
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
、
地
域
で
の
防
災

に
対
す
る
意
識
の
高
い
組
織
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
組
織
地

区
に
お
い
て
も
組
織
化
に
向
け

た
説
明
会
に
呼
ん
で
い
た
だ
く
な

ど
、
今
後
30
年
間
で
52
・
３
％
以

上
の
確
立
で
起
こ
る
南
海
地
震
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
風
水
害
等
へ

の
対
策
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
も

自
主
防
災
組
織
の
有
効
性
が
再
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
確
認
で
す
。

　
『
自
主
防
災
組
織
は
誰
の
た
め

何
の
た
め
に
作
る
の
か
』そ
れ
は
、

『
震
災･

風
水
害
等
の
自

然
災
害
か
ら
自
分
や
大

切
な
家
族
を
守
る
』

た
め
に
作
る
の
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
を

守
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！

大
切
な
お
知
ら
せ

　

み
な
さ
ん
は『
自
主
防
災
組
織
』

は
面
倒
く
さ
い
、
手
間
が
か
か
り

そ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

い
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
く
防
災
づ
く
り
は
人
づ

く
り
地
域
づ
く
り
と
言
い
ま
す
。

防
災
活
動
を
通
し
て
人
と
人
が
つ

な
が
り
、
地
域
が
つ
な
が
り
活
性

化
す
る
。そ
し
て
結
果
と
し
て『
防

災
・
減
災
』
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、

こ
ん
な
素
敵
な
組
織
を
設
立
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

村
で
は
、
各
自
治
会
の
総
会
な

ど
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
向
け
て

の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
声

が
け
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
役
場
総
務
課

　

☎
２
４

－

５
１
１
３　

ま
で

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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４ 月 は 加 茂 中 学 校 で す

加茂小学校加茂小学校

　

１
月
22
日
㈫
、
５
校
時
に
日
高

村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
２
名
の

方
と
福
祉
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
11

名
の
方
が
、
５
年
生
の
「
高
齢
者

の
心
と
か
ら
だ
の
特
徴
と
高
齢
者

疑
似
体
験
」
の
指
導
と
サ
ポ
ー
ト

に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

授
業
の
学
習
目
標
は
、「
高
齢
者
の

気
持
ち
を
理
解
し
、
接
し
方
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ
い
て
」「
高
齢

者
の
使
い
や
す
い
も
の
づ
く
り
や
工
夫
に
つ

い
て
」「
安
全
な
街
づ
く
り
や
段
差
な
ど
に

つ
い
て
」「
暮
ら
し
や
す
い
家
づ
く
り
や
使

い
や
す
さ
の
工
夫
に
つ
い
て
」
を
理
解
す
る

こ
と
で
す
。

　

体
育
館
に
集
合
し
た
５
年
生
と
指
導
の
方

の
挨
拶
が
す
む
と
、
車
椅
子
の
体
験
か
ら
始

め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
車
椅
子
体
験

は
初
め
て
な
の
で
、
車
椅
子
の
各
部
分
の
名

称
と
車
椅
子
の
開
き
方
等
、
詳
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、車
椅
子
に
乗
っ

て
い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
何
か
を
す

る
時
に
は
、
声
を
か
け
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
と
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、３
人
１
組
に
な
っ
て
、サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
に
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

乗
る
時
の
介
助
者
の
声
の
か
け
方
、そ
し
て
、

段
差
の
あ
る
所
の
進
み
方
を
実
際
に
体
験
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
車
椅
子

に
乗
っ
て
い
る
時
は
、
段
を
降
り
る
時
が
怖

か
っ
た
。
介
助
す
る
の
は
思
っ
て
い
た
よ
り

難
し
か
っ
た
。車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、

こ
ん
な
に
介
助
す
る
人
に
頼
っ
て
い
る
の
だ

な
。
介
助
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
。」
等
の

感
想
が
出
ま
し
た
。

　

次
に
「
つ
く
し
君
」
と
い
う
高
齢
者
の
体

験
装
着
用
具
を
身
に
つ
け
て
高
齢
者
の
行
動

に
つ
い
て
体
験
し
ま
し
た
。装
着
し
た
物
は
、

高
音
域
を
聞
き
づ
ら
く
し
た
耳
栓
、
老
人

性
白
内
障
に
よ
る
色
覚
変
化
と
ぼ
や
け
て
見

え
る
状
態
を
つ
く
る
め
が
ね
、
加
齢
に
伴
っ

て
前
か
が
み
の
姿
勢
に
変
わ
る
お
も
り
を
入

れ
た
リ
ュ
ッ
ク
、
筋
力
の
低
下
や
衰
え
で
関

節
が
動
か
し
づ
ら
い
肘
サ
ポ
ー
タ
ー
や
膝
サ

ポ
ー
タ
ー
、
物
が
つ
か
み
に
く
い
手
袋
の
６

点
で
す
。
こ
の
状
態
で
、
友
達
を
介
助
者
と

し
て
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
実
際
に
買
い
物
を
し

た
り
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
階
段
の
上
り
下

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
新
聞

の
字
が
ぼ
や
け
て
見
え
に
く
か
っ
た
。
水
を

飲
む
時
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
コ
ッ
プ
が
つ
か

み
に
く
か
っ
た
。
買
い
物
で
は
、
お
金
を
出

す
時
手
が
き
ち
ん
と
動
か
な
く
て
出
し
に
く

か
っ
た
。
階
段
を
上
が
り
下
り
す
る
時
は
、

膝
が
曲
が
ら
な
く
て
、
上
り
よ
り
も
下
り
が

難
し
か
っ
た
。」
等
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
お
か
げ
で
、
高
齢

者
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
接
し
方
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

５
年　

保
木　

瑞
季　

　

日
高
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
の

お
世
話
で
高
齢
者
疑
似
体
験
を
し
ま
し

た
。
お
年
寄
り
に
な
る
と
、
体
の
機
能

が
低
下
す
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

ど
ん
な
状
態
に
な
る
か
を
、
耳
栓
を
し

た
り
、
目
の
病
気
用
の
メ
ガ
ネ
を
か
け

た
り
、体
に
お
も
り
を
つ
け
た
り
し
て
、

実
際
に
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
し
た
こ
と
は
、
３
人
１
組
に

な
っ
て
の
車
い
す
体
験
で
す
。
私
は
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自

分
で
運
転
す
る
の
で
は
な
く
、
人
に
押

し
て
も
ら
う
た
め
、
ど
こ
に
車
い
す
が

行
く
か
わ
か
ら
ず
、
と
て
も
こ
わ
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　

次
の
体
験
は
、つ
く
し
君
と
言
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
使
っ
て
、
高
齢
者

体
験
を
す
る
の
で
す
。
メ
ガ
ネ
を
か
け

福 祉 教 育

て
、
耳
栓
を
し
て
、
体
に
お
も
り
を
つ

け
た
ま
ま
、
書
写
コ
ー
ナ
ー
に
行
っ
て

名
前
や
住
所
を
書
い
た
り
、
水
道
コ
ー

ナ
ー
に
行
っ
て
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
飲
ん
だ
り
し

ま
し
た
。
一
番
こ
わ
か
っ
た
の
は
、
階

段
を
上
が
っ
た
り
下
り
た
り
し
た
時
で

す
。
足
が
重
く
て
動
か
な
い
し
、
曲
が

ら
な
い
し
、
何
回
も
つ
ま
ず
き
そ
う
に

な
り
大
変
で
し
た
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
耳
が
よ
く

聞
こ
え
な
か
っ
た
り
、
体
を
自
由
に
動

か
せ
な
か
っ
た
り
、
目
が
よ
く
見
え
な

か
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
荷
物
を
持
っ
た

り
、手
を
と
っ
た
り
、大
き
な
声
で
ゆ
っ

く
り
と
話
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
ふ
だ

ん
の
生
活
に
十
分
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

児
童
の
感
想
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コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第106号　2008.３.１　日高村立図書館

月

「冷蔵庫のうえの人生」／アリス・カイパース
～忙しい母と娘はメモでやりとりしている。
　ある時は買い物リストを、ある時は「ごめん
　なさい」を。冷蔵庫にとめられたメモだけで
　綴られる物語。最後に残された娘のメモが切ない。

「図書館革命」／有川  浩
～メディア良化委員会との闘いに決着はつくのか？堂上教官
との恋の行方は？見逃せない、シリーズ最終話。

「エピデミック」／川端  裕人
～エピデミックは病気の流行の意味。東京近郊の海辺の町で
インフルエンザが流行った。疑問を持った疫学者ケイトは調
査を始めるが…。特定できない感染源、増えゆく死者。息
詰まるウィルスとの攻防！

「浦島太郎の真相」／鯨  統一郎
～日本の代表的な昔話を題材にした短編８編。奇才の本領発揮、
一粒で三度おいしい？新感覚ミステリー集。

＊２月に入荷した本の一覧は「図書館回覧板」をご覧ください。
　日高村役場と図書館に置いてあります。ご自由にお持ちください。

「私の男」／桜庭  一樹　　　　「約束の地で｣  ／馳  星周
「離れた家」／山沢  晴雄　　　「果断」／今野  敏
「いのちのパレード」／恩田  陸　「バチカン奇跡調査官」／藤木  凛
「ベーコン」／井上  荒野　　　「妖怪変化｣／ あさの  あつこ 他
「用心棒」／鳥羽  亮
「残虐行為記録保管所」／チャールズ・ストロス
「日本の10大新宗教」／島田  裕巳

一般書 ＊一部です

＊一部です

図書館利用案内図書館利用案内

『警官の血』　上下巻／佐々木　譲
   2008年版「このミステリーがすごい！」で
国内編、第１位にランキングされた作品です。
　 終戦後まもない時代に迷宮入りになった事
件を追っていた清二は不名誉で不可解な死を遂

げる。父の汚名をすすごうと父の跡を継ぎ警官にな
った民雄もまた事件を追うが及ばず。やはり警官になった和
也は事件と祖父と父の死の謎に迫るが…。親・子・孫、３代
にわたって受け継がれた警官の血。それぞれの時代背景のも
とに描かれる、男たちの生きざま。警察組織の暗部を照射し
ながら、正義とはなにかを問いかける。

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

○開館時間　午前10時～午後６時

○休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

○貸　　出　ひとり５冊まで、
　　　　　　２週間

　日高村本郷192-5　　 20－1533

２月新刊案内

一般書 ３月入荷予定

3月の予定

図書館の机から図書館の机から

読み聞かせのボランティアサークル「ぷちとまと」によるおはなし会

　
１
月
26
日
（ 土）
、「
お
は
な
し

会
」の
様
子
で
す
。絵
本「
ね
ず

み
な
ん
て
い
な
い
で
し
ょ
」や

ア
ン
パ
ン
マ
ン
紙
芝
居
な
ど
を

読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

今月は53冊の本が入りました！

１月の入館者数

568人

　寒さも少しずつゆるんで、春めいてきました。３月は雛祭り、
卒業の季節です。別れは寂しいですが、また４月にはあたら
しい出会いがまっています。今年はどんな子どもたちが来て
くれるのか楽しみですね。さて、３月の展示予定ですが、絵
本は「たのしいおでかけ」のテーマで、大人用は「このミス
テリーがすごい！」でランクインした作品を展示します。お
楽しみに。

寄贈ありがとうございました！寄贈ありがとうございました！寄贈ありがとうございました！

お気軽に
お越し
ください
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日高村沖名　　　　岡林　 久 様
高知市朝倉西町　　山崎 洋子 様

新刊の絵本をたくさんいただきました！

１日　日高読もう会主催講演会
　　　「図書バッグから始まる地域貢献」
          ～ぐらっとバッグ誕生物語～（谷口靜香講師）
　　　　　13:00～14:00
　　　安芸市で注目の先生です。ぜひ、お越しください。

８日　おはなしの森（朗読ひだか）10:00～11:00

22日　おはなし会（ぷちとまと）　10:00～11:00

　ブックスタートが、赤ちゃんとお母さんが
本に親しむきっかけになり、一緒に楽しむこ
とでお互いの絆を深めていけたらいいですね。

ブックスタートブックスタート
　
１
月
24
日
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

朗
読
ひ
だ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
家

庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
と
一
緒
に
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
お
手
伝
い
に

い
っ
て
き
ま
し
た
。

はじめての絵本はじめての絵本
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
お
年
玉
中
を
た
し
か
め

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ　

寺
田　

信
子

　

待
ち
か
ね
て
い
た
お
年
玉
で
す
。

こ
っ
そ
り
と
中
身
を
の
ぞ
い
て
の
満
足

げ
な
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
お
年
玉
を

も
ら
っ
た
う
れ
し
さ
、
あ
げ
た
う
れ
し

さ
の
た
の
し
い
お
正
月
で
す
。

○
お
年
玉
夫
は
待
て
ず
に
持
つ
て
行
く

山
中　

芳
子

　

か
わ
い
く
て
た
ま
ら
な
い
孫
へ
の
お

年
玉
で
す
。
ご
主
人
は
早
く
そ
れ
を
渡

し
た
く
て
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
待
ち

き
れ
な
く
な
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
孫
の
と
こ

ろ
ま
で
持
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
ご
主

人
の
や
さ
し
い
人
柄
が
に
じ
み
で
て
い

ま
す
。

○
雪
だ
る
ま
孫
と
作
る
や
橋
の
上

山
中　

静
江

　

こ
の
冬
は
雪
が
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
そ
れ
で
も
、
橋
の
上
に
は
、
雪
だ

る
ま
が
で
き
る
ほ
ど
の
雪
が
積
も
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
は
し
ゃ
い
で
い
る

孫
の
様
子
、
こ
の
句
の
作
者
も
童
心
に

か
え
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
雪
だ

る
ま
が
で
き
て
い
き
ま
す
。

○
年
始
め
家
族
そ
ろ
つ
て
ゆ
け
む
り
に

野
村　

近
子

　

温
泉
旅
館
の
家
族
用
の
貸
切
り
風
呂

と
思
わ
れ
ま
す
。
新
年
早
々
、
家
族
全

員
で
の
旅
行
、
し
か
も
、
み
ん
な
で
一

緒
に
湯
煙
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
時
を
過

ご
す
。
楽
し
い
時
間
で
す
。

○
元
旦
の
め
で
た
き
今
を
生
き
に
け
り

山
本
眞
知
子

　

元
旦
は
、
一
月
一
日
の
朝
の
こ
と
で

〝
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
〞
と
い
う

こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
俳
句
か

ら
は
、
元
気
で
め
で
た
く
新
年
を
迎
え

た
よ
ろ
こ
び
、
今
年
も
が
ん
ば
ろ
う
と

い
う
、
意
気
込
み
の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
平
成
二
十
年
の

は
じ
ま
り
で
す
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“初蝶”です。
日　時　平成20年３月10日㈪ 13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

池野いちび選

島
田　
　

瞳

赤
だ
し
で
気
を
と
り
も
ど
す
二
月
か
な

日
当
た
り
て
霜
解
け
煙
る
ト
タ
ン
屋
根

鎮
西　

美
緒

水
ぬ
る
む
池
に
湯
気
立
つ
朝
の
刻

如
月
や
景
色
の
ど
こ
も
よ
く
似
て
る

中
山　

美
根

如
月
や
閨
の
行
火
に
足
を
置
く

如
月
や
卵
を
抱
く
鶏
の
貌

橋
詰
登
志
子

如
月
の
空
へ
決
意
の
孫
送
る

風
邪
声
を
い
た
は
り
合
い
て
長
電
話

濱
田　
　

幸

寒
風
に
土
竜
お
ど
し
は
良
く
廻
る

如
月
や
天
突
く
木
々
の
芽
も
確
か浜

田　

博
子

富
士
の
景
惜
し
み
つ
暦
如
月
へ

百
蕾
を
揚
げ
た
る
梅
に
日
矢
届
く森

下　

花
子

丸
山
を
丸
く
刈
ら
れ
て
ゆ
く
春
野

庭
石
に
座
り
て
午
後
の
春
め
き
し伊

野
部
哲
也

玄
関
の
幅
よ
り
広
く
豆
を
撒
く

下
座
ま
で
臘
梅
匂
ふ
雨
の
午
後

柏
井　

皓
子

衣
擦
れ
の
神
官
座
す
る
春
祈
祷

誰
も
居
ぬ
つ
け
し
ま
ま
な
る
春
炬
燵

片
岡　

幸
枝

鎌
と
鍬
柄
を
挿
げ
替
へ
て
春
を
待
つ

間
伐
に
向
か
ふ
女
の
頬
か
む
り

南
部
記
代
子

春
祈
祷
畏
ま
り
座
す
三
世
代

青
と
赤
鬼
現
れ
る
デ
イ
の
午
後

池
野
い
ち
び

う
し
ろ
よ
り
風
に
吹
か
る
る
寒
雀

背
き
あ
ふ
仕
種
も
み
せ
る
番
鴛
鴦

中
村　

梅
子

○
如
月
の
ま
た
見
せ
呉
れ
し
ラ
ン
ド
セ
ル

如き
さ
ら
ぎ月
は
陰
暦
二
月
の
異
称
で
、
陽
暦
の

ほ
ぼ
三
月
に
当
た
る
。
掲
句
は
、
四
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
の
を
待
ち
か
ね

て
い
る
子
ど
も
を
詠
ん
だ
。

ち
な
み
に
、 〝
大
き
め
の
服
を
素
直
に

入
学
す
〞は
平
成
十
八
年
、
高
知
県
俳

句
大
会
で
、
当
日
大
会
賞
の
第
一
位
に

入
賞
し
た
同
じ
作
者
の
句
で
あ
る
。

岩
村　

さ
と

○
時
は
過
ぎ
心
落
ち
着
き
春
が
来
た

寒
さ
は
、
な
お
厳
し
い
が
、
立
春
（
今

年
は
二
月
四
日
）
よ
り
、
と
も
か
く
、

春
に
な
っ
た
。

掲
句
の
〝
春
が
来
た
〞
に
は
、
こ
の
冬

を
耐
え
な
が
ら
、
時
が
過
ぎ
て
、
や
っ

と
、
心
が
落
ち
着
い
た
と
い
う
心
情

が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
同
じ
作
者
の

〝
悲
し
さ
に
冱
て
つ
く
夜
に
忍
び
泣
く
〞

の
句
と
と
も
に
玩
味
し
た
い
。

川
瀬　

晴
恵

日
向
ぼ
こ
老
い
先
話
す
老
い
同
志

か
ら
か
ら
と
手
ざ
わ
り
の
良
き
干
し
大
根

北
添　

正
子

せ
せ
ら
ぎ
の
し
ぶ
き
を
は
じ
く
猫
柳

紅
椿
く
る
く
る
廻
り
な
が
れ
ゆ
く門

田
の
ぶ
子

如
月
の
数
え
日
と
な
る
婚
儀
待
つ

如
月
の
心
に
決
め
し
こ
と
ひ
と
つ
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発生状況

　　　　　１月分（１月）

人身事故　　６件 （６件）

死　　者　　０名 （０名）

傷　　者　　６名 （６名）

　　　　　　１月末現在

　　　　　　   （前月比）

世帯数 　 2,469　（＋４）

人　口 　 6,009人（＋６）

　　　 男 2,851人（＋６）

　　　 女 3,158人（±０）

テシーナテシーナテシーナ 日日記記

－●－●－●－●－●－●－●－●－●－●－
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東部
児童館
東部
児童館

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!

「広報ひだか」は、再生紙を使用しています

　

１
月
19
日
㈯
、
ポ
リ
袋
を
使
っ
て
作
る
凧
を
東
部

児
童
館
で
作
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
各
自
が
好
き
な
色
の
ポ
リ
袋
を
選
び
、
型

を
取
り
、
絵
を
書
き
、
竹
ひ
ご
を
取
り
付
け
、
凧
ひ

も
を
結
ん
で
出
来
上
が
り
で
す
。
で
き
あ
が
っ
た
凧

は
児
童
館
の
前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
上
げ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
、
思
い
思
い
に
描
い
た
色
と
り
ど
り
の

凧
は
、
青
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

広
報
ひ
だ
か
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１
月
20
日
㈰
、
東
部
児
童
館
に
て
「
親
子

餅
つ
き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
室
内
で
の

餅
つ
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
児
童
民
生

委
員
さ
ん
や
地
域
の
方
に
お
手
伝
い
を
し
て

も
ら
い
な
が
ら
楽
し
く
お
餅
を
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
作
っ
た
お
餅
は
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。


